
日程表  第1日目  9月28日㊍
TFTビル 西館2F

第1会場 第2会場 第3会場
ホール1000 ホール500 ホール300

8:00

9:00
9：00〜11：00

理事会

10:00

11:00

11：10〜11：20　　　　　　　　開会の辞
11：20〜12：20 11：20〜12：20

招請講演1
Role of the mucosa in controlling 
bladder functions
座長：横山　修　　演者：Chris Fry

特別講演
パーキンソン病における下部尿路機能障害

診療ガイドライン

座長：関戸哲利　　演者：榊原隆次
共催：（株）大塚製薬工場／大塚製薬（株）

11：30〜12：20

口演1
⼆分脊椎、⼩児泌尿器

座長：小澤秀夫・三井貴彦
12:00

12：30〜13：30 12：30〜13：30 12：30〜13：30

教育セミナー 1
男性下部尿路症状と前⽴腺肥⼤症

座長：舛森直哉　　演者：横山　修
共催：杏林製薬（株）

教育セミナー 2
交感神経緊張と下部尿路症状

座長：巴ひかる　　演者：清水信貴・鳥本一匡
共催：小野薬品工業（株）

教育セミナー 3
夜尿症GL
司会：河内明宏　　演者：内藤泰行
共催：フェリング・ファーマ（株）／
　　　協和発酵キリン（株）

13:00

13：40〜15：40 13：40〜15：10 13：40〜14：34

JCSセミナー 1
粘膜から膀胱収縮を考える

（Role of the mucosa in controlling 
bladder functions）
座長：橋谷　光
演者：橋谷　光・Chess-Williams・
　　　Chris Fry・相澤直樹

シンポジウム1
下部尿路機能への臨床検査学的アプローチ 
尿と臨床検査

司会：南木　融・及川信次
演者：油野友二・福島篤仁・曽川一幸・伊藤喜久

口演（S3）
治療（薬物療法）

座長：鈴木基文・中沢昌樹

14:00

14：40〜15：22

口演（S5）
M-LUTS/BPH2 
座長：松島　常・市川智彦

15:00

15：20〜16：50

シンポジウム2
幼⼩児排尿機能障害の指導と管理

座長：中井秀郎・宋　成浩
演者：中井秀郎・池田裕一・谷口珠実・
　　　野崎祥子・野口　満・宋　成浩

15：30〜16：34

口演5
基礎1
座長：松本成史・野宮正範

15：50〜16：50
16:00 ディベート1

腹腔鏡下仙骨膣固定術（Laparoscopic 
Sacrocolpopexy; LSC）versus TVM
座長：高橋　悟・藤村哲也
演者：成島雅博・嘉村康邦

17:00
17：00〜18：30 17：00〜18：30

イブニングセミナー１
膀胱知覚の調節機構を探る

（Exploring the adjustment mechanism of 
the bladder sensation）
座長：井川靖彦
演者：Chess -Williams・吉村直樹
共催：アステラス製薬（株）

イブニングセミナー 2
どう使う？ α1遮断薬とPDE5阻害薬
座長：武田正之
演者：野宮正範・関　成人・吉田正貴
共催：第一三共（株）／キッセイ薬品工業（株）

18:00

19:00
14



TFTビル 東館9F

第4会場 第5会場 ポスター会場

研修室907 研修室905 研修室906
8:00

9:00

10:00

11：00〜
11:00

ポスター貼付

11：30〜12：18 11：30〜12：18

口演（S1）
⼥性泌尿器1
座長：大川あさ子・竹山政美

口演（S2）
M-LUTS/BPH 1
座長：金子茂男・松田陽介

12:00

12：30〜13：30
教育セミナー 4
排泄機能障害における神経変調療法
司会：高橋　悟・朝倉博孝
演者：朝倉博孝・大岡均至・北小路博司
共催：日本光電工業（株）／（株）日本メディック／
　　　（株）メディカル・タスクフォース

13:00

13：40〜14：40 13：40〜14：36

口演（S4）
排尿管理1
座長：鈴木康之・吉川羊子

口演2
⼥性泌尿器２

座長：成本一隆

14:00

14：40〜15：28 14：40〜15：52

口演3
 OAB1
座長：平山暁秀・杉山高秀

口演4
ウロダイナミクス1
座長：松川宜久・三股浩光

15:00

15：20〜16：50

ポスター発表
①基礎2 座長：高橋良輔
②基礎3 座長：和田直樹
③夜間頻尿１＋SUI１ 座長：長岡　明
④M-LUTS/BPH 3 座長：中川晴夫
⑤QOL、その他 座長：古賀寛史

16:00

17:00

18:00

19:00
15



日程表  第2日目  9月29日㊎
TFTビル 西館2F

第1会場 第2会場 第3会場
ホール1000 ホール500 ホール300

8:00
8：00〜9：00

学会賞候補演題
基礎

座長：齊藤源顕・小島祥敬

9:00
9：00〜10：00

学会賞候補演題
臨床

座長：秋野裕信・三井貴彦

10:00
10：00〜11：00

総  会

11:00

11：10〜12：06 11：10〜12：10
11：20〜12：20 口演6

基礎4
座長：渡辺豊彦・近藤厚哉

口演（S6） 
排尿管理2
座長：小原健司

招請講演2
The Role of Sacral Neuromodulation in
Urologic Practice
座長：柿崎秀宏
演者：Steven W. Siegel, M.D. 

12:00

12：20〜13：20 12：20〜13：20 12：20〜13：20

教育セミナー 5
加齢による下部尿路機能障害

〜フレイル、サルコペニアとLUTS〜
座長：吉田正貴　　演者：西井久枝・荒井秀典
共催：アステラス製薬（株）

教育セミナー 6
夜間頻尿

司会：山口　脩　　演者：石塚　修
共催：久光製薬（株）

教育セミナー 7
慢性前⽴腺炎のQOL向上をめざす
司会：西山博之　　演者：上條利幸・和田耕一郎
共催：扶桑薬品工業（株）／東菱薬品工業（株）

13:00

13：30〜15：00 13：30〜15：00 13：30〜14：34

JCSセミナー 2
排尿⾃⽴指導の実践マニュアル

座長：後藤百万・真田弘美
演者：真田弘美・西村かおる・高橋　悟・
　　　小柳札恵・吉田正貴
共催：（株）大塚製薬工場

シンポジウム3
下部尿路症状に関連する和漢診療

※冷え、腸管症状、精神症状など症候別
座長：鳥本一匡・藤本清秀
演者：三谷和男・千福貞博・吉村耕治・大岡均至

口演8
間質性膀胱炎・前⽴腺炎・慢性骨盤痛

座長：高尾徹也・新美文彩
14:00

15:00
15：00〜16：50 15：00〜16：50

シンポジウム4
二分脊椎・脊髄損傷における

下部尿路機能障害の病態診断と治療戦略

座長：井川靖彦
演者：百瀬　均・浪間孝重・仙石　淳

シンポジウム5
サーカデイアンリズムと下部尿路機能

座長：武田正之・兼松明弘
演者：根来宏光・井原達矢・山本達也・
　　　菅谷公男・内藤泰行

15：30〜16：30

日本専門医機構泌尿器科専門医
卒後教育セミナー
排尿機能検査

座長：小島祥敬　　演者：関戸哲利

16:00

17:00
17：00〜18：30 17：00〜18：30

イブニングセミナー 3
OABとReconstructive surgery for 
lower urinary tract dysfunction 
座長：本間之夫
演者：柿崎秀宏・R Inman
共催：ファイザー（株）

イブニングセミナー 4
メタボリック症候群や心血管機能障害とLUTS
座長：浮村　理
演者：重原一慶・野宮正範・東　幸仁
共催：日本新薬（株）

18:00

19:00

19：00〜21：00

懇親会
16



TFTビル 東館9F

第4会場 第5会場 ポスター会場

研修室907 研修室905 研修室906
8:00

9:00

10：00〜
10:00

ポスター閲覧

11:00

11：10〜12：06 11：10〜11：58

口演7 
OAB2
座長：山本恭代

口演（S7）
POP
座長：安倍弘和・前田佳子

12:00

12：20〜13：20 12：20〜13：20

教育セミナー 8
ウロダイが変わる！

エアーチャージカテーテル T-DOCの症例
座長：高橋　悟　　演者：朝倉博孝・武井実根雄
共催：エダップテクノメド（株）／マイランEPD（同）

教育セミナー 9
理想のMale LUTS治療を目指して
〜新ガイドラインと新たな病態理解〜

座長：横山　修　　演者：橘田岳也
共催：旭化成ファーマ（株）

13:00

13：30〜14：34 13：30〜14：34

口演9
基礎5
座長：相澤直樹・宮里　実

口演10
低活動膀胱、神経因性膀胱

座長：金城真美・福原　浩
14:00

15:00

15：20〜16：20

ポスター発表
⑥OAB3 座長：曽根淳史
⑦ウロダイナミクス2+排尿管理3 座長：谷口成実
⑧M-LUTS/BPH 4 座長：小川輝之
⑨治療（手術療法）1 座長：影山慎二

16:00

17:00

18:00

19:00
17



日程表  第3日目  9月30日㊏
TFTビル 西館2F

第1会場 第2会場 第3会場
ホール1000 ホール500 ホール300

8:00

9:00

10:00
10：00〜12：00

シンポジウム6
⼥性下部尿路機能障害

（低活動膀胱と⼥性の機能的下部尿路

閉塞症を含めた）

座長：武井実根雄・仙石　淳
演者：関戸哲利・野口　満・武井実根雄・
　　　中田真木・仙石　淳

10：20〜11：16 10：20〜11：00

口演11
治療（保存療法）、排便障害

座長：山下博志・石塚　満

口演12
治療（⼿術療法）2
座長：加藤晴朗

11:00
11：00〜11：56

口演16
ウロダイナミクス3＋検査
座長：山本徳則・座光寺秀典

11：16〜11：56
口演15
看護・介護＋リハビリ

座長：谷口珠美・山口秋人

12:00

12：10〜13：10 12：10〜13：10 12：10〜13：10

教育セミナー 10
Brain-bladder axis研究最前線
座長：斉藤源顕　　演者：清水孝洋・吉村直樹
共催：大鵬薬品工業（株）

教育セミナー 11
清潔間⽋導尿：泌尿器科医は何を

指導すべきなのか？

座長：本間之夫　　演者：関戸哲利
共催：コロプラスト（株）

教育セミナー 12
SNM（仙骨神経刺激療法）
座長：後藤百万　　
演者：味村俊樹・Steven W. Siegel, MD
共催：日本メドトロニック（株）13:00

13：20〜14：50 13：20〜14：50 13：20〜14：16

JCSセミナー 3
間質性膀胱炎および過知覚膀胱の

診断と治療

座長：本間之夫・武井実根雄
演者：本間之夫・新美文彩・大岡均至・一倉祥子

シンポジウム7
機能性⾷品は排尿障害を改善するか？

座長：山田静雄・岡田　弘
演者：山田静雄・伊藤由彦・菅谷公男・
　　　赤木淳二・影山慎二・岡田　弘
共催：（株）サン・クロレラ／小林製薬（株）／
　　　宝ヘルスケア（株）

口演18
M-LUTS/BPH 6
座長：小林真也・藤縄直人14:00

15:00
15：00〜16：00

Take-Home Message
基礎部門
座長：増田　均　　　演者：古田　昭

臨床部門
座長：加藤久美子　　演者：大岡均至

16:00
16：00〜　　　　　閉会の辞

17:00

18:00

19:00
18



TFTビル 東館9F

第4会場 第5会場 ポスター会場

研修室907 研修室905 研修室906
8:00

9:00

10:00

10：20〜11：16 10：20〜11：08

口演13
夜間頻尿2
座長：夏目　修・青木芳隆

口演14
基礎6
座長：相川　健・芳山充晴 11:00

11：10〜11：52
11：20〜11：52 口演（S8）

M-LUTS/BPH 5 
座長：榎本　裕・住野泰弘

口演17     基礎7
座長：今村哲也・荒木勇雄

12:00

12：10〜13：10

教育セミナー 13
ここまでわかった
－排尿機能の下部尿路画像解析
座長：五十嵐辰男・納谷幸男
演者：石井琢郎・宋　成浩・加賀勘家
共催：グラクソ・スミスクライン（株） 13:00

13：20〜14：00 13：20〜14：00

口演19
前⽴腺術後尿失禁

座長：海法康裕

口演20
治療（⼿術療法）3、その他
座長：戸邉豊総・久米春喜

14:00

15:00

16:00

17:00

18:00

19:00
19
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